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会員紹介コーナー

今月の
あさがおさん
 vol.45
河原　真美さん
かわ  はら  ま   み

キーケースからソファーまで革製品を直します。

リペア工房 GET BACK

代 表 者  佐々木　浩
業　　種 サービス業
住　　所 〒924-0027　石川県白山市相川町1254-9
T　E　 L 080-4295-6399 
F　A　X 076-276-7640 
U　R　L http://www.getback-repair.com
E - m a i l info@getback-repair.com 

２年前より白山市相川町に工房を構え、
革製品の修理業を始めました。
GET BACKは蘇えるという意味です。
事業内容は
① カーインテリアリペア
車屋さんとのお付き合いが増えるにつれ
革シートだけでなく合皮、プラスチック
ファブリック等も手掛けるようになり、
広範囲に修理が出来る様になりました。
② 本革製品全般のリペア

『好きな物を長く使いたい、大切な物を
いつまでも残しておきたい。』を叶える為
お客様の希望を聞きながら丁寧な仕事を心掛けています。

車屋さんとのお付き合いが増えるにつれ

　広報委員会の企画で始まった「徒然なるままに
…」も今月で２年目に入りました。事業とは別の
ことを教えて下さい！という企画。意外な一面を
垣間見られます。趣味の世界にも本気で取り組む
姿が印象的です。
　ご意見・ご感想ございましたら、是非、メール
でお知らせ下さい。お待ちしております。（竹田）

E-mail:takeda@hakusancci.or.jp

編集後記

TEL 274-4724  FAX 274-4353
白山市村井町152番地2

迅速! 安心! 安全!
No.1!地域
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会報  白山商工会議所

会費・負担金
27.5％

前期繰越金
12.9％

その他
5.2％

繰入金 3.9％

手数料収入 6.4％

事業収入　8.4％ 補助金　25.1％

積立金引当収入 10.7％

収入 （千円）

会費・負担金 57,051
補助金 52,005
事業収入 17,356
手数料収入 13,187
繰入金 8,000
積立金引当収入 22,213
その他 10,710
前期繰越金 26,698

合計 207,220

支出 （千円）

事業費 28,360
管理費 130,279
繰出金 8,000
引当金積立金 8,695
出資金 8,000
繰越金 23,886
合計 207,220

事業費
13.7％引当金・積立金

4.2％

繰出金
3.9％

管理費　62.9％

出資金 3.9％

繰越金　11.5％支出
収入

平
成
三
十
年
度
　
第
一
回
　
通
常
議
員
総
会

◆
健
康
経
営
取
組
十
三
事
業
所
へ

認
定
証
を
交
付

　

六
月
二
十
九
日（
金
）、平
成
三
十
年
度

第
一
回
通
常
議
員
総
会
が
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
白
山
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、健
康
経
営
取
組
事
業

所
へ
の
認
定
証
交
付
式
が
行
わ
れ
、そ
の

後
、審
議
事
項
に
入
り
ま
し
た
。
閉
会
後
、

引
き
続
き
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
、提
出
さ
れ
た
左
記
の

二
議
案
を
審
議
し
、原
案
通
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

議
案
第
一
号

　
常
議
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
（
株
）あ
さ
が
お
テ
レ
ビ
代
表
取
締
役

川
北
誠
喜
氏
が
常
議
員
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

議
案
第
二
号

　
平
成
二
十
九
年
度
事
業
報
告
及
び

　

収
支
決
算
の
承
認
に
つ
い
て

　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
統
　
括
　
的
　
概
　
要　

　

平
成
二
十
九
年
度
の
我
が
国
の
経
済

は
、戦
後
二
番
目
の
い
ざ
な
ぎ
景
気
を
越

え
て
、
総
じ
て
緩
や
か
な
回
復
基
調
が

続
き
、特
に
石
川
県
に
お
い
て
は
バ
ブ
ル

崩
壊
以
降
、初
の「
拡
大
を
し
て
い
る
」と

の
強
い
表
現
が
使
わ
れ
、有
効
求
人
倍
率

は
高
い
水
準
で
推
移
し
、投
資
意
欲
の
高

ま
り
は
、多
く
の
業
種
に
波
及
し
て
い
る

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、一
方
で
、業

種
に
よ
ら
ず
人
手
不
足
が
指
摘
さ
れ
る
な

ど
中
小
・
零
細
企
業
に
と
っ
て
は
、ま
だ

そ
の
実
感
が
得
ら
れ
て
い
な
い
の
が
実
情

で
あ
り
ま
す
。

　

白
山
商
工
会
議
所
で
は
、再
編
し
た
委

員
会
を
中
心
と
し
た
新
た
な
三
ヵ
年
計
画

で
あ
る
中
期
事
業
計
画﹃
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｎ 

Ⅲ
﹄を
策
定
し
、部
会
・

委
員
会
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て
き
ま

し
た
。

　

特
に
女
性
活
躍
の
推
進
や
、
働
き
方

改
革
が
叫
ば
れ
て
い
る
中
、﹃
従
業
員
の

健
康
無
く
し
て
企
業
の
発
展
は
な
い
﹄と

い
う
視
点
か
ら
、企
業
が
従
業
員
の
健
康

に
配
慮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、従
業
員
が

健
康
で
働
き
や
す
い
環
境
を
つ
く
り
、生

産
性
や
創
造
性
の
向
上
に
よ
り
企
業
が
発

展
す
る﹃
健
康
経
営
﹄を
最
重
要
課
題
と

し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、白
山
開
山
一
三
〇
〇
年
事
業
に

対
す
る
支
援
や
平
成
三
十
年
四
月
に
開
業

し
た「
道
の
駅 

め
ぐ
み
白
山
」の
運
営
会

社 

㈱
め
ぐ
み
白
山
の
設
立
及
び
開
業
準

備
へ
向
け
て
行
政
を
は
じ
め
関
係
機
関
と

連
携
を
深
め
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

十
月
に
当
地
に
て
開
催
さ
れ
た
北
陸

信
越
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
議
所
会
頭
会
議

で
は
、地
酒
や
発
酵
食
品
、ジ
ビ
エ
料
理

な
ど
石
川
の
味
尽
く
し
と
白
山
ま
る
ご
と

物
産
展
、翌
日
の
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
に

て
お
も
て
な
し
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

相
談
業
務
で
は
、
小
規
模
事
業
者
へ

き
め
細
か
い
伴
走
型
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
等
の

助
成
金
活
用
や
創
業
支
援
の
た
め
の
創
業

応
援
塾
、消
費
税
軽
減
税
率
対
策
セ
ミ
ナ

ー
を
は
じ
め
、
年
間
に
わ
た
り
経
営
・

金
融
・
税
務
等
の
各
種
セ
ミ
ナ
ー
や
個
別

相
談
会
を
開
催
し
、メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
や

会
報
等
に
よ
る
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
提
供

に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
総
合
経
済
団
体
と
し
て
、

活
力
あ
る「
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進
に

向
け
て
行
政
等
へ
の
積
極
的
な
要
望
・

提
言
を
行
な
う
と
と
も
に
、﹃
開
か
れ
た

市
民
会
議
所
﹄を
目
指
し
て
、各
種
団
体

と
の
連
携
に
よ
り
事
業
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

平
成
二
十
九
年
度
収
支
決
算

新
常
議
員
の
ご
紹
介

議
員
・
評
議
員
の
変
更

　

議
員　

　
評
議
員
　

健
康
経
営
　
認
定
証
を
交
付

　

六
月
二
十
九
日（
金
）、通
常
議
員
総
会

に
先
立
ち
、山
田
憲
昭
白
山
市
長
の
ご
臨

席
の
も
と
、白
山
商
工
会
議
所
が
重
点
事

業
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
健
康
経
営
推

進
の
一
環
と
し
て
、健
康
経
営
の
取
り
組

み
を
宣
言
し
た
十
三
社
に
対
し
健
康
経
営

取
組
事
業
所
認
定
証
交
付
式
が
行
わ
れ
、

白
山
市
長
よ
り
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

　

壇
上
に
て
、髙
松
喜
与
志
会
頭
よ
り
各

事
業
所
へ
認
定
証
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、各
事
業
所
が
そ
れ
ぞ
れ
に
打
ち

出
し
た
健
康
宣
言
の
取
組
み
が
書
か
れ
て

い
る
ポ
ス
タ
ー
も
作
成
さ
れ
、認
定
証
と

と
も
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
ポ
ス
タ
ー
は
社
内
に
掲
示
し
て
も
ら
い
、

日
常
的
に
取
組
み
宣
言
を
目
に
す
る
こ
と

で
、健
康
に
関
す
る
意
識
向
上
が
な
さ
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

︻
認
定
事
業
所
︼

株
式
会
社　

明
石
合
銅　
　
　
　
　
　
　

株
式
会
社　

あ
さ
が
お
テ
レ
ビ

株
式
会
社　

ア
ス
カ
設
備
研
究
所

加
賀
味
噌
食
品
工
業
協
業
組
合

北
崎
自
動
車
工
業　

株
式
会
社

北
本
運
輸　

株
式
会
社

共
和
産
業　

株
式
会
社　
　

株
式
会
社　

ケ
イ
エ
ス
デ
ィ

株
式
会
社　

コ
ヤ
ナ
ギ　

高
松
機
械
工
業　

株
式
会
社

千
代
野
建
設　

株
式
会
社　

能
登
印
刷　

株
式
会
社

株
式
会
社　

宮
西
計
算
セ
ン
タ
ー

働
き
方
改
革
の
実
現
へ
向
け
て

働
き
方
改
革
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　

通
常
議
員
総
会
終
了
後
、
労
務
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
谷
内
美
穂
子
氏
か
ら
「
働
き
方

改
革
の
実
現
に
向
け
て
」
と
題
し
て
県
経

営
者
協
会
と
の
共
催
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

働
き
方
改
革
の
関
連
法
案
は
三
つ
の
柱

か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
働
き
方
改
革
の
基
本
理
念
を

定
め
る
も
の
で
雇
用
対
策
法
の
改
正
。
二

つ
目
は
長
時
間
労
働
の
是
正
を
定
め
た
も

の
で
主
に
労
働
基
準
法
の
改
正
。
三
つ
目

は
正
社
員
、
非
正
規
社
員
等
と
い
っ
た

雇
用
形
態
に
関
わ
ら
な
い
公
正
な
待
遇
の

確
保
の
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
改
正
で
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
、
労
働
契
約
法
、

労
働
者
派
遣
法
等
の
改
正
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
特
に
次
の
四
項
目
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、
会
社
の
実
務
に
影
響

の
あ
る
部
分
を
中
心
に
解
説
が
あ
り
ま

し
た
。

一
、 

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

二
、 

六
十
時
間
超
の
時
間
外
労
働
に
対

す
る
割
増
賃
金
の
見
直
し

三
、 

年
次
有
給
休
暇
の
確
実
な
取
得

四
、 

雇
用
形
態
に
か
か
わ
ら
な
い
公
正

な
接
遇
の
確
保

　

ま
た
、
業
務
改
善
助
成
金
と
時
間
外
労

働
等
改
善
助
成
金
の
制
度
説
明
や
均
衡
待

遇
規
定
に
関
す
る
裁
判
例
の
解
説
も
な
さ

れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
働
き
方
改
革
の
法
律
が
改
正
後
、

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
働
き
方
改

革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
又
は
白
山
商
工
会
議

所
ま
で
お
問
合
せ
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー

電
話　

0
1
2
0
︲
3
1
9
︲
3
3
9

長田　雅司　氏
アイナックス稲本㈱白山工場

常務執行役員

西田　浩幸　氏
鶴来信用金庫松任支店

支店長

川北　誠喜　氏
㈱あさがおテレビ
代表取締役

働き方改革の説明をする谷内氏

一人一人に認定証が手渡された
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会報  白山商工会議所

常
議
員
会

　

六
月
十
四
日（
木
）、
白
山
商
工
会
議
所

三
階
研
修
室
に
て
、常
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、

通
常
議
員
総
会
へ
の
提
出
議
案
な
ど
四
議

案
に
つ
い
て
審
議
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
一
号
～
二
号
は
、議
員
総
会
の
提

出
議
案
の
為
、詳
細
は
二
頁
参
照
。

議
案
第
三
号

　

新
規
会
員
加
入
の
承
認
に
つ
い
て

　

申
込
者
二
十
七
名
全
員
の
加
入
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。（
下
記
の
新
入
会
員
紹
介

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

議
案
第
四
号
　
参
与
の
委
嘱
に
つ
い
て

　

人
事
異
動
に
伴
い
、
新
た
に
左
記
の

方
々
が
参
与
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

石
川
県
商
工
労
働
部
長�

徳
田　
　

博�

氏

石
川
県
観
光
戦
略
推
進
部
長�　

山
本　

陽
一�

氏

石
川
県
商
工
労
働
部
経
営
支
援
課
長

北
川　

和
昌�

氏

白
山
市
産
業
部
長�

東
元　

清
隆�

氏

白
山
警
察
署
長 

村
上　

裕
一 

氏

白
山
公
共
職
業
安
定
所
長

　

米
澤　

昭
雄 

氏

西
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
松
任
駅
長　
　
　
　

　
　
　

北
野　

進
一 

氏

卸
小
売
業
部
会
　
役
員
会

　
今
年
度
部
会
事
業
　
決
ま
る

　

六
月
七
日（
木
）、
卸
小
売
業
部
会 

（
福
住
裕
部
会
長
）は
旬
味
に
し
で
に
て
役

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
福
住
部
会
長
よ
り
、今
年
度
も

い
ろ
ん
な
人
に
話
を
聞
き
、今
後
に
つ
な

げ
て
い
け
る
よ
う
な
活
動
、ま
た
た
く
さ

ん
の
部
会
員
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
事
業

活
動
が
で
き
れ
ば
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

役
員
会
で
は
、①
平
成
二
十
九
年
度
事

業
報
告
並
び
に
収

支
決
算
に
つ
い
て

②
平
成
三
十
年

度
部
会
事
業
に
つ

い
て
協
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

三
十
年
度
の
部

会
事
業
に
つ
い
て

は
、若
者
は
ど
の

よ
う
に
情
報
を
得

て
、消
費
行
動
に

い
た
っ
て
い
る
の
か
、ま
た
ど
う
価
値
観

が
違
う
の
か
に
つ
い
て
、金
城
大
学
短
期

大
学
部
の
学
生
と
懇
談
会
を
開
催
、ま
た

部
会
員
の
努
力
し
て
い
る
こ
と
や
取
組
ん

で
い
る
こ
と
で
、成
功
事
例
に
繋
が
っ
て

い
る
事
例
の
ミ
ニ
勉
強
会
の
開
催
。

　

ま
た
キ
ャッ
シ
ュレ
ス
化
が
進
ん
で
い
く

社
会
で
、キ
ャッ
シュレ
ス
に
対
す
る
知
識
を

深
め
今
後
の
ど
う
や
っ
て
か
か
わ
っ
て
い

け
ば
よ
い
か
に
つ
い
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
て
い
く
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
懇
親
会
に
入
り
、親
睦
を
深
め

ま
し
た
。

建
設
産
業
部
会 

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　

六
月
十
一
日（
月
）、
建
設
産
業
部
会 

（
河
端
三
郎
部
会
長
）は
、ツ
イ
ン
フ
ィ
ー

ル
ズ
に
て
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、部
会
員
十
六
名
が
参
加
し
て

交
流
を
深
め
な
が
ら
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　

主
な
成
績
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝　
　
　

佐
武　

英
昭
氏

 

サ
ブ
設
備
サ
ー
ビ
ス

準
優
勝　
　
　

橘　
　

俊
二 

氏

 

中
部
外
装
㈱

三
　
位　
　
　

新
本　

雄
一
氏

 

ア
ラ
ビ
ア
ン
プ
ロ
セ
ス
㈱

ベ
ス
グ
ロ
賞

　
　
　
　

 　
　

新
本　

雄
一
氏

 

グ
ロ
ス
八
四

サ
ー
ビ
ス
業
部
会
　
研
修
会

生
活
を
支
え
る
静
脈
産
業
を

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

　

六
月
二
十
二
日（
金
）、サ
ー
ビ
ス
業
部

会（
宮
江
勇
治
部
会
長
）は
、グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
白
山
に
て
、役
員
会
・
研
修
会
を
開

催
し
、二
十
四
名
の
方
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

役
員
会
に
引
続
き
、
当
部
会
役
員
の

藤
井
雅
之
氏（（
株
）ト
ス
マ
ク
・
ア
イ
代
表

取
締
役
）か
ら「
ト
ス
マ
ク
・
ア
イ
っ
て
、

知
っ
て
い
ま
す
か
？
」と
題
し
、ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、

春
か
ら
の
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
放
送
等
、新
し
い

試
み
が
紹
介
さ
れ
、そ
れ
ら
の
狙
い
は
、

静
脈
産
業
と
言
わ
れ
る
廃
棄
物
処
理
な
ど

を
担
う
会
社
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
あ
り
、

地
域
社
会
の
中
で
担
う
役
割
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
で
、人
材
の
充
実
に
つ
な
げ
た

い
と
の
思
い
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、上
下
水
道

施
設
運
転
管
理
な

ど
生
活
イ
ン
フ
ラ

に
係
る
新
た
な
事

業
展
開
に
つ
い
て

も
触
れ
、地
元
の
生

活
は
、地
元
の
企
業

が
守
り
た
い
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
演
の
後
に
懇
親
会
が
開
か
れ
、部
会

員
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

製
造
業
部
会

役
員
会・研
修
会

　

六
月
二
十
五
日（
月
）

製
造
業
部
会（
水
越
裕

治
部
会
長
）は
、
部
会

役
員
会
・
研
修
会
を
開

催
し
、役
員
三
十
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

役
員
会
で
は
、平
成

二
十
九
年
度
の
部
会

事
業
報
告
や
、
平
成

三
十
年
度
の
事
業
計

画
に
つ
い
て
協
議
を
頂
き
ま
し
た
。

　

役
員
会
終
了
後
、
石
川
県
商
工
労
働

部
長�

徳
田�

博�

氏
を
お
招
き
し
、「
平
成

三
十
年
度
石
川
県
商
工
労
働
部
の
主
要
施

策
に
つ
い
て
」と
の
テ
ー
マ
で
、研
修
会

を
行
い
ま
し
た
。

　

北
陸
新
幹
線
開
業
が
多
方
面
に
好
影
響

を
与
え
北
陸
の
景
気
は
拡
大
し
、鉱
工
業
生

産
指
数
や
有
効
求
人
倍
率
を
は
じ
め
各
種
指

標
に
お
い
て
も
全
国
ト
ッ
プ
水
準
で
推
移
し

て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、県
の
平
成
三
十
年

度
の
予
算
に
お
い
て
モ
ノ
づ
く
り
企
業
や
地

場
産
業
の
育
成
の
た
め
の
フ
ァ
ン
ド
の
拡
充

や
人
手
不
足
に
対
応
し
た
生
産
性
向
上
の
た

め
の
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
支
援
な
ど
、中
小
企
業

の
振
興
施
策
や
物
流
、ク
ル
ー
ズ
拠
点
と
し

て
の
金
沢
港
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
、わ
か

り
や
す
く
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。

藤井氏による講演

新入会員 平成30年6月14日現在
事　業　所　名 代 表 者 名 住　　所 業　　　　種

製造業部会
㈱ヤスジマ 安島　　勲 矢頃島町1001-1 真空装置・真空機器製造業
ＭＨ工業 松本　久成 中新保町28-2 看板・標識機製造業
Takeda-co 竹田　文夫 倉光8-75 金属加工機械製造業
㈱オーカワパン石川営業所 塚谷　　均 竹松町3106 パン製造業
卸小売業部会
セブンイレブン白山八ツ矢町店 田中也津志 八ツ矢町617-1 各種食料品小売業
建設・不動産業部会
北陸建設サポート（同） 小竹　宏和 北安田西1-162 土木工事業
建設産業部会
ＨＤＳ 端　　誠一 徳丸町412-1 一般電気工事業
濱田内装 濱田　幸治 八田町999 内装工事業
山下土木 山下　　哲 米永町144-5 その他の識別工事業
モダン 高山　達広 千代野西6-9-11 内装工事業
e-アシスト 堀　　泰幸 相木町532-6 一般電気工事業
㈱ユニット 谷内田照仁 水島町943-3 鉄筋工事業
㈱大晃重設 川端　　勤 水島町580-3 機械器具設置工事業
茂木塗装 茂木　　良 新成2-8ボヌールメゾンⅠ201号 塗装工事業
サービス業部会
フクキハル商會 伊藤　昌輝 博労1-90 デザイン業
㈲酒のいつこう 和田　弘志 福留町658-1 飲食業
コミュニティカフェ　チエノワ 福田智恵子 福留町128 飲食業
松浦幸夫税理士事務所 松浦　幸夫 西柏1-5-9 税理士業
社会保険労務士法人ウィズ 栄　　重光 若宮3-26 社会保険労務士業
リペアクロセ㈲ 黒瀬　和美 宮永町456 自動車整備業
フォルテ 武田　章子 あさひ荘苑2-104 飲食業
Ｈａｎａ　Ａｌｏｈａ 華岡　陽子 五歩市町470-5 療術業

○特別会員
製造業部会
㈲大屋醤油 大屋　潤一 鶴来本町2-ワ133 醤油製造業
新装工芸 田中　　茂 中ノ郷町イ23 帽子製造業
サービス業部会
㈱冨士トラベル金沢 高桑　　泉 金沢市浅野本町ニ150 旅行業
㈱新日本ツーリスト 堅田　芳弘 鶴来下東町カ-26ショッピングセンターレッツ1F 旅行業
㈱グッドプランニング 石野　氏洋 金沢市高尾南3-2-3 保険代理業

会員数　平成30年4月1日　1,487名　　　平成30年6月14日　現在　1,504名
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建設、販売、サービス関係職種での
人手不足が顕著

　職業別有効求人倍率をご覧ください。職業を大きく
12に分類し、職業毎の求人倍率を表示しております。
数値が二桁以下のものは除いて見てみますと、「建
設・採掘の職業」が最も求人倍率が高く、求人数が
227人に対し、同職業を希望している求職者は23人し
かいない状況にあり、求人倍率は9.87倍となっておりま
す。次いで、「販売の職業」の6.19倍、「サービスの職
業」の3.88倍の順となっており、県下全体と同様の傾
向となっております。

事務的職業、軽作業（運搬・清掃等）を
希望する求職者が多い！

　次に、求人数は少ないが、求職者が多い職業を見
てみると、「事務的職業」が最も求人倍率が低く、求人
数が432人に対し、同職業を希望する求職者は769
人に上っており、求人倍率は0.56倍と求人が大幅に
不足している状況にあり、次いで、「運搬・清掃・包装
等の職業」の0.65倍の順となっております。
　ハローワークといたしましては、現下の雇用失業情
勢を踏まえ、喫緊の課題であります人手不足対策等
の雇用対策の推進に邁進して参る所存でありますの
で、白山商工会議所会員の皆様方におかれましては、
今後とも、当所の業務運営につきまして、ご理解とご協
力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

　本年4月から白山公共職業安定所で勤務しており
ます米澤です。
　平素から当所の業務運営に格別のご理解とご協
力を賜り厚くお礼申し上げます。
　さて、最近の白山所管内（白山市・野々市市）の雇
用失業情勢につきましては、求職者1人に対して求人
がどれだけあるかを示す有効求人倍率が全国平均、
県平均を上回るかたちで推移しています。（グラフ参
照）

白山所管内の有効求人倍率は２.１３倍
23か月連続で2倍台を記録！

　本年5月の有効求人数は前月に比べ微増し、また、
有効求職者数は前月に比べ微減したため、有効求
人倍率は2.13倍となり、前月より0.06ポイント上昇しまし
た。
　なお、県平均の有効求人倍率は1.96倍で、全国順
位は第6位（4月は3位）となっています。
　白山所管内の企業からの新規求人数は、前年同
月と比べ微増し、新規求職者数も前年同月比で17％
程度増加しました。
　また、有効求人数は前年同月比では19か月連続で
増加し、有効求職者数においても6か月連続で同比
増加しています。
　新規求職者数及び有効求職者数がここ数か月増
加傾向にあるものの、新規求人数、有効求人数とも
に、前年同月比で増加していることから、白山所管内
の雇用失業情勢は、着実に改善が続いているものと
判断しております。
　では、具体的にどのような職業で求人や求職が多
いか、見てみたいと思います。（表参照）

ハローワーク白山　所長がお話しします！
白山地域の雇用情勢　№5　最近の傾向 寄稿　ハローワーク白山

　　　米澤　昭雄　所長

広報委
員会の

　『広報委員会の徒然なるままに…』会員の皆
さんの仕事から離れた一面や、日常の何でも
ないことをお伝えしていく企画です。今月は
協和道路(株)の渕田さまに寄稿いただきました。

青い海と写真　ダイビングの世界

ダイビングで出会った美しい世界
　30年近く前、オーストラリアのグレートバリ
アリーフで体験ダイビングをする機会があり水
中のあまりの美しさに衝撃を受けました。
　それから15年後、日本のガラパゴス「西表
島」で15年ぶりにダイビングをするチャンスを
得たのです。8月の強烈な太陽と数十メートル
先も見ることのできる透明度の珊瑚の海トロピ
カルでカラフルな魚の群れ、素晴らしい光景で
した。
　それがきっかけで毎年石垣島、西表島、波
照間島、宮古島などの八重山諸島やバリ島やパ
ラオなどの海外のダイビングポイントに行くよ
うになりました。 水中写真にのめり込む

　海に潜るようになったころからデジタルカメ
ラが急速に発達し、水中写真の世界にもデジタ
ルカメラと水中ケースが使われるようになりま
した。私は水中写真の世界にのめり込み、撮影
機材もどんどんレベルが上り撮影の技術も少し
ずつ上がってきました。
　すこしでもいい写真を撮りたい！その一心で
これまで潜り続けています。今ではNikon製の
一眼レフを水中ケースに入れ、水中ストロボや
大光量のLEDライトを使っています。
　当然ダイビングのライセンスも必要で、通常の
ライセンスでは潜ることのできない深さ（深さ
45m）のまで潜るライセンスやアマチュアとして
は最も上のライセンスも取ってしまいました。
　全国紙の専門雑誌でも優秀賞に入選するこ
ともあり、ダイビング熱は今も冷めないで続い
ています。ダイビングは健康であればいくつに
なっても潜ることができます、これからも世界
の海で潜り続けたいと思っています。

（文：協和道路(株)　渕田　昭彦）

第7回 徒然なるままに…



－ 8 －－ 9 －

会報  白山商工会議所

　

毎
年
八
月
七
日「
花
火
の
日
」

に
蓮
華
寺
池
公
園
で
開
催
さ
れ

る「
藤
枝
花
火
大
会
」は
、大
正

時
代
に
始
ま
っ
た
伝
統
あ
る 

花
火
大
会
で
、藤
枝
の
夏
の
風

物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。
全
国

有
数
の
花
火
生
産
地
な
ら
で
は

の
、サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
の
形
や

藤
の
花
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
創
作

花
火
、ス
タ
ー
マ
イ
ン
な
ど
約

五
︐
〇
〇
〇
発
が
真
夏
の
藤
枝

の
空
を
彩
り
ま
す
。
打
ち
上
げ

ら
れ
た
花
火
は
、公
園
の
後
ろ

に
あ
る
山
に
反
響
し
、そ
の
振

動
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、ま
た
、

蓮
華
寺
池
の
水
面
に
次
々
と
咲

く
光
景
は
と
て
も
幻
想
的
で
す
。

日
時 

→ 

八
月
七
日（
火
）

〈
予
備
日
八
月
八
日（
水
）〉

時
間 

→ 

午
後
七
時
～

午
後
八
時
半（
予
定
）

場
所 

→ 

蓮
華
寺
池
公
園

友
好
コ
ー
ナ
ー

藤
枝
商
工
会
議
所
を
知
ろ
う
‼ （
第
二
十
一
回
）

第38回 藤枝花火大会
時を越え 感動つなぐ 

蓮華の夏

会議所の動き（7月18日～8月31日）
7月

18日（水） 正副会頭会議

19日（木） 運輸・車両業部会役員会

人材育成委員会

健康経営セミナー

23日（月） 金融審査委員会

藤枝商工会議所との交流会

青年部正副会長会議

24日（火） 卸小売業部会と金城短大生との懇談会

サマーフェスティバルHAKUSAN第2回実行委員会

26日（木） 広報委員会正副委員長・幹事会　広報委員会

27日（金） 青年部7月例会

28日（土） サービス業部会 会員交流会

8月

　1日（水） 無料法律相談

金融審査委員会

　2日（木） 営業力強化セミナー

　3日（金） 製造業部会役員会

青年部8月理事会

　9日（木） 記帳継続指導

17日（金） 正副会頭会議

19日（日） サマーフェスティバルHAKUSAN2018

21日（火） 白山市の地域力再発見 知っとる!?ツアー

金融なんでも相談

金融審査委員会

無料法律相談

22日（水） 青年部正副会長会議

25日（土） 創業応援塾（～26日（日））

商工会議所早期景気観測

LOBO調査 今回の調査結果のポイント
「業況DIは、緩やかな回復基調続くも、
足踏み。先行きは横ばい圏内の動き」

調査期間:
2018年6月14日～20日
調査対象:全国の423商工会議所が
3724企業にヒアリング

◆全国の業況
　6月の全産業合計の業況DIは、▲15.4と、前月から▲1.8
ポイントの悪化。原材料費や燃料費上昇による負担増を指
摘する声が多く寄せられたほか、深刻な人手不足や消費者の
節約志向、さらに、平年より早い梅雨入りの影響により、小
売業、サービス業の業況感が悪化した。他方、好調な電子部
品や産業用機械、自動車関連に加え、建設業も堅調に推移し
ている。中小企業の景況感は、総じて緩やかな回復基調が続
いているものの、足踏み状況がみられる。
　先行きについては、先行き見通しDIが▲13.3（今月比
+2.1ポイント）と改善を見込むものの、「悪化」から「不変」
への変化が主因であり、実体はほぼ横ばい。個人消費の持ち
直しやインバウンドを含めた夏の観光需要拡大、生産や設備
投資の堅調な推移への期待感がうかがえる。他方、人手不足
の影響の深刻化や、燃料費・原材料費の上昇、コスト増加分
の価格転嫁遅れ、米国の保護主義的な関税措置の影響など世
界経済・貿易に対する先行き不透明感を懸念する声も多く、
中小企業の業況感は横ばい圏内で推移する見通し。
◆北陸信越の概況
○全産業の業況DIは、前月と比べ改善。産業別にみると、建
設業、製造業で改善、卸売業で悪化、その他の2業種でほぼ横
ばい。各業種から寄せられたコメントは以下のとおり。
○「輸出が好調なため、売上は改善。さらなる売上増を図る
ため、能力増強を目的とした新規設備投資を予定している」
（産業用機械製造業）、「消費マインドの低迷を背景に、卸先の
小売業からの引き合いが鈍く、売上悪化となった」（飲食料品
卸売業）、「業務用システムやウェブサイトの作成依頼が多く、
売上は改善。収益増を従業員に還元するため、今夏の賞与を
増額する」（ソフトウェア業）
○業況の先行き見通しDIは、全産業では今月と比べ悪化の
見込み。産業別にみると、建設業、製造業で悪化、その他の3
業種で改善の見込み。
◆産業概況
　産業別にみると、今月の業況DIは前月に比べ、建設業、卸
売業で改善、製造業でほぼ横ばい、その他の2業種で悪化した。
各業種から寄せられた特徴的なコメントは以下のとおり。

【建設業】「設備投資等の民間工事が増加し、売上は改
善。労働生産性の向上を図るため、社員教育の強化や
新規設備の導入を検討している」（一般工事業）、「貸家を
中心とした住宅投資や、公共工事が減少していることに
加え、鉄鋼を始めとする建設資材価格や、人件費等の上
昇により、売上・採算ともに悪化した」（管工事業）

【製造業】「堅調な輸出を背景に、取引先からの発注が増加
している。さらなる需要増に対応するために、生産能力の
増強を進めているが、深刻化する人手不足が足かせとなっ
ている」（自動車部品製造業）、「原材料の主要供給国である
中国の環境規制が強化され、監査等で現地メーカーの工場
稼働率が低下したことにより、原材料価格が高騰している。
原油高も相まって、採算悪化となった」（化学製品製造業）

特に好調
(50≦DI)

好調
(25≦ＤＩ＜50)

まあまあ
(0≦ＤＩ＜25)

不振
(▲25≦ＤＩ＜0)

きわめて不振
(ＤＩ≦▲25)

DI=（増加・好転などの回答割合）ー（減少・悪化などの回答割合）

景気天気図

全業種

建設業

製造業

卸売業

小売業

サービス業

前年同月比 先行見通し

全国 全国北陸信越 北陸信越

▲15.4 ▲7.3 ▲13.3 ▲8.4

▲10.1 ▲11.1 ▲11.1 ▲22.2

▲6.5 11.6 ▲7.1 ▲4.7

▲17.1 ▲42.1 ▲10.4 ▲15.8

▲32.3 ▲17.1 ▲30.1 ▲14.3

▲12.8 0.0 ▲8.3 6.7

 
【サービス業】「平年より早い梅雨入りの影響に加え、消費
者の節約志向が根強く、客数・客単価ともに落ち込んだ。
大阪府北部で発生した地震の影響により、今後もさらな
る客数減が懸念される」（飲食業）、「業務用システムやウェ
ブサイトの作成依頼が多く、売上は改善。収益増を従業
員に還元するため、今夏の賞与を増額する」（ソフトウェア業）

【小売業】「化粧品や宝飾品を中心にインバウンド需要が好調な
ため、売上は改善。これを機に、非正規社員の時給を引き上げ、
人手不足の解消を図る」（百貨店）、「パート・アルバイトの人件費
や電気代等の上昇に加え、消費マインドの低迷から、同業他社
との価格競争が激化し、採算悪化となった」（飲食料品小売業）

【卸売業】「販売先である製造業や建設業の業績が好調な
ため、売上・採算ともに改善した。だが、仕入先の人手不
足が深刻化しており、それに伴う原材料の納入遅れがボ
トルネックとなりつつある」（電気機器等卸売業）、「消費者
の節約志向から、卸先の発注量が減少し、売上悪化となっ
たほか、人件費や運送費等の上昇により、採算も悪化した。
新規顧客の獲得を急がねばならない」（飲食料品卸売業）

今後の主な予定

9月26日（水） 常議員会
11月28日（水） 常議員会
 会員大会
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会報  白山商工会議所

白山市手話言語条例を施行しました（平成 30 年 4月）
　白山市では「手話が言語である」ことを認識し、手話を使用できる環境を整えていくことで、共に支え
合い、安心して暮らすことができる地域社会の実現をめざし、白山市手話言語条例を平成 30 年 4月に施
行しました。
　市内企業でも聴覚に障害のある多くの人たちが就労しています。市では、手話を言語として日常生活を
営む人とのコミュニケーションを円滑にするための取り組みを行い、聴覚に障害のある人と共に働く方 を々
応援します。

  市の取り組み  
①聴覚に障害のある人とのコミュニケーション講座の開催
　仕事を進めるうえで必要な簡単な手話を学習します。
②コミュニケーションツール作成費用の補助　
　仕事をする際の指示等を絵カード等にするコミュニケーション支援ボードの
　作成費用の一部を補助します。
③遠隔手話通訳サービスの実施
　手話通訳が必要な時、タブレット端末を活用して、
　テレビ電話で手話通訳を行います。

　問合せ先 :白山市健康福祉部障害福祉課 ☎（076）274-9526
 FAX（076）275-2211

（単位:千円）白山商工会議所の取扱い融資状況 業種欄:上段:当月分、下段:今年度累計
制　度　名 製造業 建設業 卸・小売業 サービス業 合 計

日本政策金融公庫
経営改善貸付

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 1 5,000 1 7,000 2 12,000

県追認小口融資 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

県経営安定支援融資 0 0 1 10,000 0 0 0 0 1 10,000
0 0 1 10,000 0 0 0 0 1 10,000

県事業転換支援融資 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

県地域商工業
活性化融資

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 1 8,400 1 8,400

県小口零細融資 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1 8,000 2 7,332 1 5,000 3 5,590 7 25,922

県創業者支援資金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

県経営力強化保証 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

市中小企業
経営安定融資

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

市中小企業
特別支援資金

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

市中小企業
創業者支援融資

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合         計 0 0 1 10,000 0 0 0 0 1 10,000
1 8,000 3 17,332 2 10,000 5 20,990 11 56,322

平成30年6月末日現在セミナー開催と検定のご案内

●日　時 8月25日（土）、26日（日）
 両日とも午前10時～午後4時
●場　所 白山商工会議所（25日）、
 松任公民館（26日）
●講　師 西井　克己　氏（中小企業診断士）
●受講料 2,000円（両日とも昼食付き）
●定　員 20名
●内　容 創業時の準備・創業計画から資金調

達までを指導いたします。
　※詳細は、同封チラシをご確認ください

はくさん創業応援塾

●日　時 9月11日（火）、9月28日（金）、10月10日（水）、10月24日（水）、11月14日（水）、12月7日（金） 
※午後6時30分～午後8時30分

●場　所 白山商工会議所　3階研修室
●講　師 近藤修司氏（北陸先端科学技術大学院大学客員教授　㈱四画面思考研究所代表）
●受講料 10,000円（6回分）
●定　員 15名
●内　容 現状の自分を見つめなおし、個人・企業・地域の為にやるべき事を明確にします。

経営革新はくさん元気塾

●日　時 8月2日（木）午後2時～午後4時
●場　所 白山商工会議所　３階研修室
●講　師 谷厚志氏
 （（一社）日本クレーム対応協会）
●受講料 会員：無料／非会員：5,000円
●定　員 30名
●内　容 顧客が増える、営業の法則を解説し

ます。営業×笑いの４つの法則を実
践することで営業力がアップします。

営業力強化セミナー

各種無料個別相談会一覧表

セミナー・無料個別相談ともにお申込み、問合せは、当所経営支援課まで　電話276-3811

今月の個別相談 開催期日 相談員 備考

記帳継続指導 8月9日（木）
9：00～12：00 北陸税理士会　松浦　幸夫　税理士 8月8日（水）までに

要予約

金融なんでも相談 8月21日（火）
10:00～12:00 日本政策金融公庫　担当者 8月20日（月）

16時までに要予約

無料法律相談
8月1日（水）
10:00～12:00 金沢あおば法律事務所　担当者 7月31日（火）

16時までに要予約
8月21日（火）
13:00～15:00 弁護士法人金沢税務法律事務所　担当者 8月20日（月）

16時までに要予約

白山市からのお知らせ
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人差し指を向かい合わせて
「お辞儀」をするように曲げます

「こんにちは！」
まずは、あいさつの手話から

始めましょう！！
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会員紹介コーナー

今月の
あさがおさん
 vol.45
河原　真美さん
かわ  はら  ま   み

キーケースからソファーまで革製品を直します。

リペア工房 GET BACK

代 表 者  佐々木　浩
業　　種 サービス業
住　　所 〒924-0027　石川県白山市相川町1254-9
T　E　 L 080-4295-6399 
F　A　X 076-276-7640 
U　R　L http://www.getback-repair.com
E - m a i l info@getback-repair.com 

２年前より白山市相川町に工房を構え、
革製品の修理業を始めました。
GET BACKは蘇えるという意味です。
事業内容は
① カーインテリアリペア
車屋さんとのお付き合いが増えるにつれ
革シートだけでなく合皮、プラスチック
ファブリック等も手掛けるようになり、
広範囲に修理が出来る様になりました。
② 本革製品全般のリペア

『好きな物を長く使いたい、大切な物を
いつまでも残しておきたい。』を叶える為
お客様の希望を聞きながら丁寧な仕事を心掛けています。

車屋さんとのお付き合いが増えるにつれ

　広報委員会の企画で始まった「徒然なるままに
…」も今月で２年目に入りました。事業とは別の
ことを教えて下さい！という企画。意外な一面を
垣間見られます。趣味の世界にも本気で取り組む
姿が印象的です。
　ご意見・ご感想ございましたら、是非、メール
でお知らせ下さい。お待ちしております。（竹田）

E-mail:takeda@hakusancci.or.jp

編集後記

TEL 274-4724  FAX 274-4353
白山市村井町152番地2

迅速! 安心! 安全!
No.1!地域

実績
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